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（１）本庄市における人口分布等の概況

１）人口分布

居住人口小計
33,602人

人口分布は旧本庄市域に比較的
多くみられる。

居住人口小計
35,376人

本庄市民 人（H22年国勢調査）本庄市民：８１，８８９人（H22年国勢調査）

居住人口小計
12,911人

図 人口分布 ※平成22年国勢調査より集計
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高齢化率平均
25.3％

２）高齢化率

本庄市の全人口に占める高齢者

高齢化率平均
20.5％

本庄市の全人口に占める高齢者
の割合は、65歳以上22.9％、75
歳以上11.0％、85歳以上2.4％。
（H22国勢調査より）
エリア別にみると、市域の南部
で高齢化率が高い傾向にあるで高齢化率が高い傾向にある。

高齢化率平均
27.0％

図 高齢化率

※平成22年国勢調査より集計
※高齢化率（％）＝高齢者（65歳以上）人口÷総（小地域）人口×100
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３）現行バスによるカバー率の概略試算

現行のバス路線（路線バス・循環バ
ス）による全バス停からのサービス圏
を試算すると、市内居住者の73.3％
（60,101人）をカバーするバス停配置
となっている。となっている。

【路線別のカバー率集計】
本庄市民：８１，８８９人（H22年国勢調査）

○バス停１カバー人口：１８ ２５７人○バス停１カバ 人口：１８，２５７人
⇒全人口の２２．３％をカバー

○バス停２カバー人口：５８，０８３人
⇒全人口の７０．９％をカバー

※1：バス停の半径300ｍ圏を町丁目別人口から※1：バス停の半径300ｍ圏を町丁目別人口から
面積按分（数量に比例して割振り）して
算定

※2：「バス停１」は、24本/日以上運行系統
（図中の赤線表示）

※3：「バス停２」は、上記以外（図中の青線※ ス停 」は、上記以外（図中の青線
表示）

図 現行バス路線によるサービス圏域（半径300ｍ圏） ※土地利用は都市計画基礎調査（基準年度平成22年） 5
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鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他

（２）本庄市におけるパーソントリップ（移動実態）

１）市域内における移動の概況
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①交通手段構成比の経年変化

本庄市を発着するトリップ総量のうち
６割以上を自動車が担っており、バス
は0 4％（H20年）と限定的。

高い自
動車分
担率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他 不明

限定的な
バス利用

は0.4％（H20年）と限定的。

平成10年から平成20年の比較において、
経年的に大きな変化は見られない。

②

図 交通手段別発生集中量の経年変化
※H10、H20東京都市圏PTより集計
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n=48,777

n=27,179

3.5

2 5

0.6

0 4

78.0

61 6

4.9

0 9

8.5

17 2

1.2

16 9

1.8

0.0

1.5

0 6

自宅－業務

自宅 私事

上が自動車移動で行われている。

n=12,049

n=60,1202.5

7.6

0.4

0.4

61.6

59.9

0.9

1.5

17.2

14.5

1.0

16.9

13.9
0.2

0.9

0.6

2.0

自宅－私事

帰宅

n 60,120

n=148,921

移動の大半

3.0

1.6

0.0

0.3

93.6

73.3

0.0

1.2

0 0

10.4

0.0

13.2

0 0

0.0

0 0

1.6

0.1

勤務・業務

私事

n=16,541

n=42,342

移動 大半
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【東京都市圏PT（パーソントリップ）とは】
ＰＴ調査は、「どのような人が」「どのような目的で・交
通手段で」「どこからどこへ」移動したかなどを調べるも
の。そこから、鉄道や自動車、徒歩といった各交通手
段の利用割合や交通量などを求める とができる 調
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図 目的別／交通手段別発生集中量
※H20東京都市圏PTより集計
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段の利用割合や交通量などを求めることができる。調
査対象区域は東京都市圏（東京都・神奈川県・埼玉
県・千葉県・茨城県南部）。



【属性別集計：年齢階層による集計】【属性別集計：年齢階層による集計】

交通手段を年齢階層別に集計した場合、65歳以上の階層において特に自動車分担率が高い。

また、65歳以上では自転車や徒歩の分担率も高い傾向にある。

鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅－勤務

自宅－通学

鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他 不明
n=47,032

n=27,179

n=8,818

n=40,859
自宅－業務

自宅－私事

帰宅

勤務・業務

私事

n=124,986

n=15,557

n=33,093

n=420

図 目的別／交通手段別発生集中量（65歳未満）

私事

不明

鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅－勤務

自宅－業務

自宅 私事

鉄道 路線バス 自動車 ２輪車 自転車 徒歩 その他 不明

n=1,745

n=3,231

19 261高齢者層におい自宅－私事

帰宅

勤務・業務

私事

不明

n=19,261

n=23,935

n=984

n=9,249

580

高齢者層におい
て高い自動車分
担率

図 目的別／交通手段別発生集中量（65歳以上）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神川町

美里町

自家用車・ハイヤー・タクシー 乗合バス・勤め先、学校のバス 自転車 鉄道＋自転車

徒歩 鉄道 オートバイ 鉄道＋バス

鉄道＋自家用車 鉄道＋オートバイ その他

③埼玉県内他都市との比較による自動車
依存の状況

秩父市

上里町

本庄市

深谷市

羽生市

行田市

本庄市の自動車分担率が占める割合は
埼玉県内において上位に位置し、高い
自動車への依存がみられる。

加須市

熊谷市

日高市

東松山市

飯能市

幸手市

坂戸市

久喜市

鴻巣市

入間市

鶴ヶ島市

北本市

吉川市

蓮田市

桶川市

狭山市

川越市

春日部市春日部市

上尾市

三郷市

八潮市

ふじみ野市

越谷市

富士見市富士見市

所沢市

鳩ヶ谷市

さいたま市

草加市

新座市

川口市

※平成22年国勢調査 従業地・通学地集計
常住地又は従業地・通学地による利用交通手段

(16区分)別15歳以上自宅外就業者・通学者数
※集計対象都市は県内全市および本庄市に隣接す 川口市

志木市

朝霞市

戸田市

蕨市

和光市

図 通勤通学時の交通手段
（常住地による15歳以上自宅外就業者・通学者数）

※集計対象都市は県内全市および本庄市に隣接す
る「美里町」「上里町」「神川町」
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２）ゾーン間移動の実態

5 2 0 6 62 7 1 3 15 1 15 1 0 0
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ゾーン別の経年変化として、38103
ゾーン（本庄駅北東エリア）および
38104ゾ ン（児玉エリア）において n=88 1595.2
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※H10、H20東京都市圏PTより集計
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図 ゾーン別／交通手段別発生集中量の経年変化

図 集計ゾーン区分（H20東京都市圏PT小ゾーン）
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②ゾーン間移動

本庄市を発着するトリップ（移動）について他自治体間で見
た場合、隣接する「上里町・神川町」間の移動が多い。

市域内におけるゾーン間の移動実態として、旧本庄市域を中
心とした移動が多い。心 移動 多 。

移動の大半を自動車が占めており、ゾーン内々や隣接ゾーン
間の比較的短距離移動においても自動車が用いられている。
（P11,12参照）

※H20東京都市圏PTより集計（市
域外のトリップを除く）
※区分不明を除く集計

※「圏域外」は
調査対象都
市以外（群
馬県等の移
動が含まれ
ている）ている）

図 トリップ発生集中量（本庄市域内）図 トリップ発生集中量（広域圏）
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【38100⇔38100（内々）】 【38100⇔38101】 【38100⇔38102】
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※H20東京都市圏PTより集計（市域外のトリップを除く）
※交通手段の「その他・不明」 目的の「不明」を除く集計

図 目的別／交通手段別発生集中量（本庄市域内）

※交通手段の「その他 不明」、目的の「不明」を除く集計
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※H20東京都市圏PTより集計（市域外のトリップを除く）
※交通手段 「そ 他 不明 目的 「不明 を除く集計

図 目的別／交通手段別発生集中量（本庄市域内）

※交通手段の「その他・不明」、目的の「不明」を除く集計
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③自転車利用実態

自転車利用による市域内の移動として、
38100（本庄駅周辺エリア）を中心とした
利用が多い。

自転車の利用目的として「自宅-私事」目 12.6% 8.9%
2.2%

21.8% 45.0%
0.3%

9.1%
0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市域内自転車

利用目的【全

自宅－勤務 自宅－通学 自宅－業務 自宅－私事 帰宅 勤務・業務 私事 不明

自転車 利用目的 自宅 私事」目
的が多く、年齢階層別にみると65歳以上
でこの傾向が顕著にみられる。

体】

n=47,365図 自転車利用目的の構成比（全体）

【属性別集計：年齢階層による集計】

2.3% 0.4% 0.2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

市域内自転車

自宅－勤務 自宅－通学 自宅－業務 自宅－私事 帰宅 勤務・業務 私事 不明

【属性別集計：年齢階層による集計】

14.7% 11.0% 16.5% 44.5% 10.2%利用目的【65
歳未満】

n=38,063図 自転車利用目的の構成比（65歳未満）

3.6%
0.0% 1.5%

43.2% 47.1%
0.0%

4.6%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市域内自転車

利用目的【65
歳以上】

自宅－勤務 自宅－通学 自宅－業務 自宅－私事 帰宅 勤務・業務 私事 不明

図 自転車利用のゾーン間OD

※H20東京都市圏PTより集計

n=9,302
図 自転車利用目的の構成比（65歳以上）
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④目的別の移動実態

移動の目的別にみた場合、
ゾーン内々や隣接する
ゾーン間の移動が多く、
市域内で長距離を移動す
る ズは比較的少ないるニーズは比較的少ない。

※H20東京都市圏PTより集計
（市域外のトリップを除
く）
※上位10件のトリップを図示

図 OD図（自宅-勤務） 図 OD図（自宅-通学）

位 件 ッ 図

図 OD図（自宅-業務） 図 OD図（自宅-私事）
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図 OD図（勤務・業務） 図 OD図（その他私事）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路線バス 乗用車 軽乗用車 自家用バス

・貸切りバス

タクシー

・ハイヤー

自動二輪車

原動機付き

自転車

自転車 徒歩 その他 不明

３）駅端末交通手段の状況 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

駅まで

駅から

乗降計

大
宮

本庄早稲田駅を乗降する利
用者の約８割が自動車等を
端末交通手段として利用し
ている。

n=148,674

n=151,701

n=300,375

駅まで

駅から

合計

駅まで

熊
谷

田

ている。

本庄早稲田駅の定期利用者
の居住地・勤務地は市内に
限らず、周辺地域からの利
用がみられる。

n=26,577

n=27,356

n=53,933

n=1,915駅まで

駅から

合計本
庄
早
稲
田

n 1,915

n=1,493

n=3,408

図 鉄道駅別端末交通手段（上越新幹線）

※H20東京都市圏PTより集計

高い自動車類
の利用率

図 鉄道駅別端末交通手段（上越新幹線）※グラフ中「駅まで」は、対象駅に向かう移動で
利用した交通手段を集計。

※グラフ中「駅から」は、対象駅を降車後に目的
地まで利用した交通手段を集計

【大都市交通センサスとは】
首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏において、鉄
道、バス等の大量公共輸送機関の利用実態を調査し、
各都市圏における旅客流動量や鉄道、バス等の利用
状況（利用経路 乗換え関係 端末交通手段 利用時

図 本庄早稲田駅の居住・勤務地別利用者数（定期）

※第１１回大都市交通
センサス（H22年調
査）より集計
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状況（利用経路、乗換え関係、端末交通手段、利用時
間帯分布等）、乗換え施設の実態（鉄道駅の乗換え、
バス・鉄道の乗換え）をとりまとめたもの。



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路線バス 乗用車 軽乗用車 自家用バス

・貸切りバス

タクシー

・ハイヤー

自動二輪車

原動機付き

自転車

自転車 徒歩 その他 不明

本庄駅を乗降する利用者 駅まで

駅から

合計

駅まで

駅から

深
谷

岡
部

n=11,505
n=12,143
n=23,648
n=3,525
n=3 024

本庄駅を乗降する利用者の
６割以上が自転車と徒歩を
利用している。

駅から

合計

駅まで

駅から

合計

駅まで

岡
本
庄

n=3,024
n=6,549
n=10,846
n=11,155
n=22,001

駅端末として
高い徒歩・自
転車の利用

駅まで

駅から

合計神
保
原 n=3,137

n=2,825
n=5,962

図 鉄道駅別端末交通手段（JR高崎線）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路線バス 乗用車 軽乗用車 自家用バス

・貸切りバス

タクシー

・ハイヤー

自動二輪車

原動機付き

自転車

自転車 徒歩 その他 不明

駅まで

駅から

合計

駅まで

駅から

寄
居

用
土

n=1,822
n=2,218
n=4,040
n=102
n=102駅から

合計

駅まで

駅から

合計

駅まで

用
松
久

n 102
n=204
n=297
n=81
n=378

44駅まで

駅から

合計

児
玉

n=44
n=44
n=88

図 鉄道駅別端末交通手段（JR八高線）
※H20東京都市圏PTより集計
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